
1989 年( 平成元年) 10 月15 日 あ だ ち 広 報

あ
だ

ち 広 報

第839 号( 1)

発行/ 東京都足立区 〒120 足立区千住一丁目4- 18 ( 882) 1111 編集/ 企面部広報課

かず　数　データ

41, 199
この数字は、区民 農圃 の縁面積( 単位m2) 。9
月26 日、18 番目にオーブンし た「 椙帛区民

良圜j を含めて1, 781 世帯 の窶さ んか利用。こ
の土と繖に 親しめる 鳩を 、笛年2 ヵ所新設し、
計30 ヵ所造成 する予定 です。

地
域
の
活
性
化
と

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て

第
一
次
補
正
予
算
　
6
8億6
千
万
円
計
上

総
額
約
6
8億
6
千
万
円
に
の
ぽ
る
平
成
元
年
度
第
一
次
一
般
会
計

補
正
予
算
が
、
区
議
会
第
3
回
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
事
業
内
容
は
、(
仮
称
)
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「扇
L
(
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
併
設
)
般
計
委
託
、(
仮
称
)
東
綾
瀬

公
園
フ
ー
ル
ー
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
建
設
の
基
本
設
計
委
託
、
(
仮
称
)

小
台
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
の
基
本
設
計
委
託
な
ど
2
1
世
紀
に
向
け
て

の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
も
の
で
す
。

建
設
、
整
備
さ
れ
る
内
容
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(
仮
称
)

ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
建
設

平
成
4
年
度
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

区
で
は
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
に
次
ぐ
第
2
の
ス
ポ
ー
ツ
の
拠

点
、(
仮
称
)

デ

ィ
ム
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
計
画
を
ま
と

め
ま
し
た
。

老
朽
化
し
た
竹
の
塚
温
水
プ
ー

ル
を
建
て
替
え
、
2
5び
9
コ
ー
ス

の
一
般
用
と
幼
・
児
童
用
の
2
種

類
を
備
え
た
温
水
プ
ー
ル
を
設

置
。ま

た
、バ
ス
ヶ
ツ
ト
ー
面
分
(
ア

リ
ー
ナ
面
積
8
7
5平
方
口
)
の
体
育

館
や
多
目
的
(
面
積
2
9
5平
方
び
)

に
利
用
で
き
る
小
体
育
館
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
研
修
室
な
ど

も
併
設
し
ま
す
。

建
設
規
模
は
、
地
下
1
階
地
上
2

階
建
て
、
建
築
延
べ
面
積
7
千
S

平
方
口
で
す
。

プ
ー
ル
施
設
と
体
育
館
施
設
が

一
体
化
さ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
が

同
時
に
有
効
活
用
で
き
る
特
色
あ

る
施
設
と
い
え
ま
す
。
平
成
4
年
3

月
完
成
の
予
定
で
す

。

(
仮

称
)

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
扇
」　
建
設

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も

急
ピ
ッ
チ
で
進
む
高
齢
化
社
会

に
合
わ
せ
、
区
で
は
福
祉
総
ふ昇

画
を
立
て
、
そ
の
実
現
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
(
仮
称
)
特

別
餐
護
老
人
ホ
ー
ム
「
さ
の
」
を

建
設
中
で
す
。
さ
ら
に
平
成
4
年
a

月
開
低
位
向
け
7
区
立
了

番

目
の
、痴
呆
性
老
人
専
用
介
護
棟

を
備
え
た
(
仮
称
)
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
瞋
」
を
扇
一
丁
目
に

建
設
す
る
た
め
の
基
本
設
計
に
着

手
し
ま
し
た
。

こ
の
ホ
ー
ム
に
は
、
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
併
設

し
、体
の
弱
い
お
と
し
よ
り
の
動

作
訓
練
、
生
活
指
導
や
痴
呆
性
老

人
の
介
護
な
ど
、
必
要
な
通
所
サ

ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

東
綾
瀬
公
園
プ
ー
ル
・

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
　建
設

小
台
に
も
ス
ポ
ー
ツ
施
設

現
在
の
「
東
綾
瀬
プ
ー
ル
」
を

東
綾
瀬
三
丁
目
に
移
築
し
。
魅
力

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
再
生

し
ま
す
。

一
般
用
プ
ー
ル
は
2
5び
7
コ
ー

ス
で
、
区
で
は
初
め
て
の
太
陽
熱

を
利
用
し
た
ド
ー
ム
式
屋
内
プ
ー

ル
で
す
。
利
用
期
間
は
5
月
か
ら
1
0

月
を
予
定
。

同
時
に
、
チ
ビ
ッ
コ
用
と
し
て

設
置
さ
れ
る
「
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
」

は
、
7
・
8
月
を
幼
、
児
童
の
多

目
的
な
プ
ー
ル
と
し
て
使
用
し
、
1
2

月
か
ら
2
月
を
ア
イ
ス
ス
ケ
ー

卜
場
に
利
用
し
ま
す
。

夏
は
プ
ー
ル
や
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
場
に

。
冬
は
ア
イ
ス
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
に
、
そ
れ
以
外
に
も
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
、
区
民
の
皆
さ

ん
の
新
し
い
健
康
、
体
力
づ
く
り

の
場
と
し
て
、
多
目
的
に
利
用
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
台
一
丁
目
(

仮
称
)
　

「
小
台
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
を
建
設

す
る
た
め
、
基
本
設
計
に
着
手
し

ま
す
。
用
地
面
續
約
1
万
3
千
平

方
び
で
す

。

( 仮称) スイムスポーツセンター完成予想図

体力づくり、健康づくりに最適なスポーツです
武道館周辺に設置予定の街路灯 　

特別養護老人ホーム「さの」平成3 年4 月
オープンをめざし10月から工事着手

武道館周辺の環境整備
隣 接公園部分を待ち合せや憩い の場に
道路のカラー舗装化や街路灯の設置も

来
春
2
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け

て
、
東
京
武
道
館
の
工
事
が
着
々

と
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
区
で
は
、
周
辺

の
環
境
を
一
体
的
に
整
備
す
る
た

め
の
関
連
予
算
を
、計
上
し
ま
し

た
。隣

接
公
園
部
分
は
、
待
ち
合
せ

や
憩
い
の
場
に
、
道
路
は
カ
ラ
ー

舗
装
化
し
コ
ミ
ニ
テ
イ
道
路
と
し

て
整
備
。
ま
た
地
域
の
景
観
と
調

和
す
る
よ
う
な
色
や
形
の
街
路
灯

を
設
置
す
る
予
定
で
す
。武
道
館

の
イ
メ
ー
ジ
を
基
調
と
し
た
デ
ザ

イ
ン
が
、
き
っ
と
目
に
と
ま
る
と

思
い
ま
す
。

急ピッチで建設中の東京武道館

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

区
で
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
今
回
、

木
造
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
関
原

三
丁
目
地
域
に
(
仮
称
)
「
防
災
ふ

れ
あ
い
の
森
」
公
園
を
造
成
す
る

計
画
を
立
て
、
そ
の
用
地
を
購
入

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
、
お
よ
そ
千
朷
平

方
び
で
、
緊
急
時
の
一
時
樊
昜

と
し
て
利
用
で
き
る
設
備
や
放
水

銃
な
ど
を
設
置
。
ま
た
公
園
の
周

囲
に
は
火
災
に
強
い
樹
木
を
植
え

る
な
ど
防
災
公
園
と
し
て
整
備
し

て
い
く
考
え
で
す

。

完
成
は
平
成
4
年
3
月
の
予
定

で
す
。こ
ん
も
り
葉
が
繁
る
こ
ろ
、

木
漏
れ
日
に
包
ま
れ
た
公
園
が
多

く
の
方
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
憩
い

の
場
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

足
立
区
産
業
振
興

計
画
ま
と
ま
る

区
で
は
、
活
力
あ
る
地
域
産

業
社
会
の
建
設
を
め
ざ
し
、
今

後
1
0年
間
の
施
策
や
課
題
を
明

ら
か
に
し
た
「
足
立
区
産
業
振

興
計
画
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
産
業
と
ま
ち

づ
く
り
が
一
体
と
な
っ
た
、3

つ
の
目
橡
①
地
元
企
業
が
着
実

に
育
つ
ま
ち
②
快
適
で
産
業
活

力
の
あ
る
ま
ち
③
産
業
と
文
化

が
生
き
づ
く
ま
ち
の
実
現
の
た

め
に
。
多
様
な
施
策
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

主
な
施
策
は
、
①
各
種
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
産
業
情
報
の

収
集
提
供
を
行
う
「
産
業
情
報

声

の
開
設
②
下
請
け
受
発
注

や
異
業
種
交
流
に
役
立
て
る
企

業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
③
中

小
企
業
動
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
設
立
④
商
店
街
を

区
民
の
暮
ら
し
の
広
場
と
し
て

整
備
す
る
「
商
店
街
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
作
戦
」
の
実
旗
回
人
材
育

成
の
た
め
の
「
足
立
区
産
業
人

大
学
」
構
想
の
推
進
⑥
区
民
農

園
の
充
実
⑦
都
市
観
光
の
充
実

等
で
す
。
く
わ
し
く
は
、
次
号
1
0

月
2
5日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

商
工
振
興
課

8
8
0
5
1
9
1
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募

集

「
水
上
バ
ス
に
よ
る
河
川
め
ぐ
り
」

参
加

者

募

集

(足
立
区
観
光
協
会
主
催
〉

足
立
区
岡
辺
の
水
辺
と
東
京

港
を
船
か
ら
眺
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

日

時
1
0
月
3
0日
(
月
)
、
午
前

1
0時
～
午
後
2
時
3
0分

干
定
コ
ー
ス
洩
草
(
水
上
パ
　

ス
乗
り
場
)
集
合
↓
(
隅
田
　

川
)
↓
千
住
大
橘
t
岩
淵
水
　

門
↓
{

荒
川
}

↓
千
住
祈
橋

E
東
京
港
↓

阮

田
川
)

↓

浅
章

※
途
中
の
上
陸
は
あ
り
ま

せ

ん
。

定
員
9
6

人

筅
I

順
)

参
加
9

▽
眼
光
協
会
会
員
・
=

千
円

▽
会
員
以
外
・・一
千
9
　

円
(

い
ず
れ
も
畢
食
付

、
当

日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
)

申
込
方
法
1
0
月
1
9日
午
前
8
　

時
3
0分
か
ら
一

話
予
約
{
先

S
順
}

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
観

光
協
会
事
務
局
(
中
央
本
町

庁
舎
・
商
工
振
舞
課
内
)
　
　

a
s
5
1
9
1

秋空の下で河川めぐりを

将
棋
・
囲
碁
を
楽
し
む
集
い

佐
野
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

将

棋

・
囲
碁

を
楽

し

む
集

い

に
参

加
し

ま
せ

ん

か

。

日

時
1
1

月
5

日
(

旦

、
午
前

9
時
・・・
将
棋

、
午

後
3

時
・
=

囲

碁

嶋
所

佐

野
セ

ン

タ
ー

定
員

い
づ
れ
も
4
0人
(
光
一

順
)

費
用

無
料

申
込
瑚
限
1
0

月
2
5日

申
込
・
問
合
せ
先

佐
野
セ
ン

タ
ー
a
a
3
2
7
3

珠
算
競
技
大
会

4
0周
年
記
念
親
子
大
会
も
開
催

日
時
H

月
1
2日
(
日
)

▽
小
幸
生
の
部
・・
・
午
前
8
時
3
0
　

分
開
場

▽
小
学
4
年
生
以
下
の
鄙
、
中

学
生
の
部

高
校
生
こ

般

の
部
』・・
午
後
1
2
時
3
0分
開
場

▽
4
0周
年
記
念
親
子
大
会
・・
・午

前
1
1
時
3
0分
開
場

場
所

本
庁
舎
7
階
大
会
崋
童

対
象

区
内
在
住
・
在
学
・
在

勦
の
方
(
観
子
大
会
は
小
学

生
の
子
供
と
巒

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

に
記
入
し
一

接
窓
口
へ

嶌
申
込
用
紙
は
青
少
年
課
少
年

育
成
係
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
1
0
月
2
5日

申
込
・
間
會
せ
先

本
庁
舍
・

少
年
育
成
係瑟

1
1
1
1

㈹

博
物
館
で
し
め
飾
り
を
作
ろ
う
!

か
っ
て
の
足
立
の
特
産
品
、

し
め
飾
り
を
作
つ
て
み
ま
し
ょ

う
。郷
土
博
物
館
の
体
験
教
室
。

わ
ら
細
工
の
入
門
爵
座
で
す
。

日
吟
1
1
月
a
日
亘

、
午
後

1
時
3
0分
か
ら

対
象

小
学
5
年
生
以
上

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
(
連
絡

先
)
、
「
わ
ら
細
工
入
門
教
室
」

と
明
記
(
(

ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
I

人
)

申
込
期
限
H

月
5
日

申
込
・
問
合
せ
先

郷
土
博
初

館
(
〒
圃
大
谷
田
5
-
2
0
j
　
l
a
a
9
3
9
3
)

消
費
者
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す

身
近
な
梢
費
生
活
上
の
問
題

に
つ
い
て

、
脾
べ
た
り
、
勉
強

し
て
い
た
だ
く
た
め

、
区
民
の

皆
さ
ん

了

人
以
上
)
の
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

探
用
グ
ル
ー
プ
数
4

ク
ル
ー

プ

旡

着
順
)

申
込
方
法

電
晒

申
込
期
限
a

月
2
5日

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ

ン
タ
ー

豊
則
5
3
8
5

少
年
活
動
リ
ー
ダ
ー
講
座

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
あ
そ
ぶ

少
年
活
動
の
指
導
者
と
し
て

必
要
な
理
論
、
実
技
を
習
得
す

る
た
め
の
哢
座
で
す
。

今
回
は
、
身
の
回
り
に
た
く

さ
ん
あ
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
つ

か
っ
て
、
面
白
い
も
の
。
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
、
あ
っ
と
驚

く
も
の
、
そ
ん
な
楽
し
い
遊
具

を
う
く
り
ま
す
。

日
曙
1
0
月
3
1
日
、
1
1
月
7
・
　

1
4
日
。
午
後
6
特
3
0
分
～
9
　

時
認
分

鳩
所

青
年
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
少
年
団
体
指
毒
者

お
よ
び
興
味
の
あ
る
方

内
容

▽
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
何
が

で
き
る
か
な
?

▽
ダ
ン
ポ

ー
ル
で
お
面
を

う
く
ろ
う

▽
お
面
を
つ
か
っ
て
表
現
し

申
込
方
法

所
定
の
用
紙
を
郵

送
ま
た
は
竃
話

申
込
・
問
合
せ
先

太
庁
舎
・

少
年
耳
成
係瑟

1
1
1
1

㈹

保
健
・
衛
生

妊
産
婦
・
低
体
重
の
乳
児
に

ミ
ル
ク

をさ
し
あ
げ
ま
す

区
で
は
、
妊
婦
お
よ
ぴ
低
体

一

の
乳
児
に
対
し
て

母
子
栄

賢
食
品
を
支
給
し
ま
す

対
象

生
活
保
護
世
帯
、
住
艮

税
非
陳
税
丗
蒂
、
所
得
税
非

課
税
世
帯
の
い
ず
れ
か
の
世

帯
の
妊
婦

産
婦

低
体
一

の
乳
児

支
給
期
間

抔
磚
は
妊
娠
5
ヵ

月
目
か
ら
6
ヵ
月
S
'

婦

は
出
産
月
の
翌
月
か
ら
3
ヵ

月
間
、
乳
児
は
左
の
体
重
表

以
下
で
4
狠
4
ヵ
月
目
か
ら

9
ヵ
月
間

支
給
品
目

牛
乳
揃
7

日
1
　

本
、
ま
た
は
粉
ミ
ル
ク
刄

を
1
ヵ
月
I
缶

一
た
だ
し
、
申
請
日
の
翌
月
か

ら
支
給
と
な
り
ま
す
。

申
鴒
に
必
一
な
も
の

所
4
証

明
書
類
(
保
護
の
し
お
り
、

非
課
税
証
明
霽
辱
)
、母
子
手

帳
、
印
か
ん

申
謫
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

保
健
予
防
係豊

胴
1
1
1
1

㈹

〈 体 重 喪 〉

ご
利
用
く
だ
さ
い

訪
問
看
護
指
導

区
で
は
、
寝
た
き
り
の
方
を

対
象
に
。
胯
間
肴
瞑
指
導
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

対
友

在
宅
で
仙
斌
以
上
の
寝

た
き
り
の
方
、
ま
た
は
こ
れ

に
率
ず
る
方
の
い
る
家
庭

拑
4
内
審

家
庭
に
お
け
る
康

費
方
法
、
一

康
方
法
。
機
能

訓
練
方
法
、
家
族
へ
の
支
援
、

髞
制
度
の
活
用
方
法
に
関
す

る
指
毒

訪
問
回
数

お
お
む
ね
月
―
回

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健

所
・
保
健
相
談
所

専
門
医
・
保
健
婦
に
よ
る

酒
害
相
談
の
お
知
ら
せ

区
で
は
、
お
酒
を
や
め
た
い

が
や
め
ら
れ
ず
悩
ん
で

い
る
方

ま
た
は
家
族
を
対
象
に
。
卑
門

医
、
保
健
婦
に
よ
る
酒
害
相
破

・
を
毎
週
―
回
行
っ
て
い
ま
す
。

】
人
で
悩
ま
ず
同
じ
悩
み
を
持

う
仲
間
と
一
緒
に
相
談
し
合
い

ま
し
ょ
う
e

日
畴
・
鳩
所

▽
千
佳
保
健
所

・・
・
第
1
、
第
3
木
曜
日

▽

足
立
保
健
所
・・・
第
2

第
4
　

木
曜
日

※
い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分

～
3
時
3
0分
、
事
肋
に
連
絡
の

う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

各
保
健
所
・
保
健

I

催

し

物

青
年
セ
ン
タ
ー

「
1
0月
の
ビ
デ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
」

森
高
千
里
ラ
イ
ブ

南
沙
織
の
『1
7才
』
を
リ
バ

イ
バ
ル
し

ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
森

高
千
里
の
ラ
イ
ブ
を
お
送
り
し

ま
す

日
呻
1
0
月
2
8日
(
土
)

午
後

7
時
か
ら

題
名

森
l
t
里

「
見
て
ス
ペ

シ
ヤ
ル
ラ
イ
プ
」

竃
員
8
0
人
(
当
日
先
着
順
)

場
所
・
間
合
せ
先

青
年
セ
ン

タ
ー

四
跏
0
0
6
1

交
通
公
園

ゴ
ー
カ
ー
卜
交
通
安
全
教
室

ゴ
ー
カ
ー
ト
に
の
っ
て
、
交

通
ル
ー
ル
を
楽
し
く
学
び
ま
し

日
恥
1
0

月
2
1旦

土
)
、
午
後

3
時
～
4
時

櫑
所

東
部
区
民
褌
祉
セ
ン
タ

ー
交
通
公
園

雨
天
の
塰
一

1
0月
2
8日
)

対
象

区
内
小
学
生
・
幼
児
(
保

糢
者
同
伴
)

定
員
5
0

人

指
導

續
瀬
警
察
篳
交
通
課

費
用

無
料

申
込
方
法

当
日
会
鳩

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー魯

崩
7
1
0
1

読
書
週
間
記
念
講
演
会

区
内
の
図
書
館
で
は
読
S
週

聞
を
記
念
し
て
請
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
ご
来
鳩
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は

電
話
(
東
和
は
要
予
約
)

し
ま
ね
園
祭
に

ご
来

園

を

「
し
ま
ね
園
祭
」
を
左
記
の

と
お
り
行
い
ま
す

。

狄
の
一
日

、
お
子
様
づ
れ
で

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
せ
先

し
ま
ね
園

(
鳥
根
2
-
2
4
-
2

き
鰯

4
6
0
1
)

～
充
実
し
た
高
齢
社
会

を
作
る
た
め
に
～

高
齢
者
就
業

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

人
生
卵
年
時
代
を
迎
え

、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が

、
高
齢
者

の
「
生
き
が
い
」
と
『
就
業
』

に
つ
い
て
裏
剣
に
考
え
る
こ
と

が
大
切
で
す

充
実
し
た
高
齢
社
会
を
生
き

る
た
め
に

、
あ
な
た
も
高
齢
者

就
葉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
積
極

的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

日
時
1
0
月
1
7
日
(
火
)
午
前
　

1
0
時
～
午
後
4
時

珊
所

日
本
青
年
館

都
立
明

治
公
園

内
容

高
齢
者
の
働
く
窶
衰
に

つ
い
て
の
講
演
会

、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
相
談

コ
ー
ナ
ー
、健
康
コ
ー
ナ
ー
、

作
品
展
示
、
抽
選
会
、
参
加

賞

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

問
合
せ
先

高
齢
者
事
業
団
　

四
翻
2
5
6
1

講演会日裡表

相

談

区
民
の
方
を
対
象
に

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

相
談
会
を
行
い
ま
す

『々
倚
障
害
碼
祉
セ
ン
タ
ー
で

は

、
在
宅
の
方
を
対
象
に
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の

相
陝
会
を
行
い
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
理
栄
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
番
護
呷

ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。(
例
機
能
訓
練

、
日
常
生

活
上
で
の
工
夫

、
悩
み
に
関
す

る
事
な
ど
)
な
お

、
当
日
は
日

常
生
活
で
使
い
や
す
い
用
具
辱

の
展
示
。紹
介
も
行
い
ま
す
。

日
時
1
0
月
2
6
日
團
。午
後
1
　

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

崎
所

心
身
障
害
褌
祉
セ
ン
タ

ー
2
階
龠
眼
室

※
駐
車
場
が
工
事
の
た
め
俾
用

で
き
ま
せ
ん
。

申
込
万
法

当
日
潭
葎
会
場
へ

問
合
せ
先

心
身
障
齊
碼
祉
セ

ン
タ
ー
・
l
齠
6
1
7
1

心
身
障
害
者
(
児
)
の
巡
回
相
談

心
身
に
障
客
の
あ
る
方
を
対

象
に
無
料
相
談
を
行
い
ま
す

。

補
妾
飛

就
龝
な
ど
の
相
談

は
こ
の
磐
写

ご
利
用
く
だ
さ

い
。な

お
、
手
帳
交
付
の
相
黻
は

各
襴
紙
事
恥
斛
で
吁
っ
て
い
ま

す

。

相
岐
日
時
1
1
月
2
2日
(
水
)
、

午
後
1
時
～
5
時
〔鷽
付
は

午
後
3
時
ま
で

〕

場
所

心
身
障
客
者
福
祉
セ
ン

定
員

川
人
(
先
一

駟

申
込
方
法

褊
祉
事
秘
所
の
窓

口
ま
た
は
竃
話
予
杓

受
付
期
間
1
0

月
2
4日
～
3
0日

※
当
日

車
で
の
来
場
は

、
な

る
ぺ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

曹
轄
の
福

祉
事
務
所
障
害
者
讚
糢
係

足
立
福
祉
事
務
所

I
F
3
1
4
1

中
部
椙
祉
事
務
所

瑟
-
1
4
8
1

東
部
福
祉
事
秘
所

瑟
-
7
1
0
5

篇

瓔

霖

所
瑟
F
5
0
1
1

北
部
福
祉
事
務
所

瑟
L
6
8
0
0

〈1
0
月

〉

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

今
月
は
保
塚
区
民

事
務
所
で
す

皆
さ
ん
の

、
さ
ま
ざ
ま
な
年

金
に
つ
い
て
の
疑
問
や
悩
み
に

お
答
え
す
る
た
め

、
年
竜
出
張

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

。

当
日
は
、
足
立
垈

葆

険
事

務
所
の
年
金
専
門
官
も
出
張
し

ま
す
。

日
畔
1
0
月
1
6・
1
7日

、
午
前

9
時
～
午
後
4
時

場
所

保
塚
区
艮
事
蔡
所

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
曾

。

推
迎
係

・
l
跏
5
1
5
1

お
知
ら
せ

ワ
ー
プ
ロ
講
習
会

日
時
u
月
8
日
～
2
1
日
、

王
・
日
瞳
日
を
除
く
1
0
日
　

間
)
午
前
コ
ー
ス
…
午
前
1
0
　

時
～
正
午
、
午
後
コ
ー
ス
ー
=
　

午
後
1
時
～
3
時

対
象

区
内
在
住
の
初
心
者
で

全
期
間
出
席
で
き
る
方
(
就

巣
を
希
璽
し
て
い
る
き

定
員

各
コ
ー
ス
1
0人
{
抽
選
}

賢
講
料

釆
料
{
教
材
賢
千
罰

円
程
度
負
担
}

申
込

方
法

往
復
(

ガ

キ
に

「
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会
希
望
」
、

住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

年
吽

電
話
番
号

、
希
望
コ

ー
ス
を
明
記
(
1

人
1
枚
、

本
人
に
限
る
)

申
込
期
限
1
0
月
2
3
日
消
印
有

効
嶋
所
・
申
込
-
問
合
せ
先
鞦
　

業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

{
〒
誚
綾
瀬
1
-
3
4
-
7
j
　

眼
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内

ひ
辧

3
5
8
1

生
業
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

貸
付
対
象

一
般
の
龠
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
で
、
こ
の
資
金
を
借
り

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
独
立

の
生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の

薺
件
に
該
当
す
る
方

▽
区
内
に
1
年
以
上
居
住
し

て
い
る

▽
原
則
と
し
て
、
世
帯
の
生

計
を
立
て
る
住
民
登
録
の
世

帯
主
で
あ
る

▽
事
策
の
拡
充
ま
た
は
新
規

で
開
業
す
る

▽
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な

▽
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
1
　

人
つ
け
る

貸
付
限
度
額

一
世
帯
あ
た
り

川
万
円
以
内

利
率

年
2
8
%
蕕
一

期
間
中

は
無
利
子
)

返
済
方
法
5
0
回
元
利
均
等
一

還
(
6

ヵ
月
据
雌
)

申
込
方
法

申
込
S
を
貸
付
係

に
提
出

府
紙
は
区
民
事
穆

所

に
あ
り
ま
す
)

申
込
受
付
期
間
1
0
月
1
6
日
　
～

2
6日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

貸
付
係
S

覦
1
1
1
1

㈹

地
域
特
別
賃
貸
住
宅

入
居
登
録
者
募
集

(
新
築
・
地
元
割
当
分
)

区
で
は
、
地
元
割
当
分
の
地

峨
特
別
賃
貸
住
宅
(
新
築
)
の

入
居
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

申
込
日
硯
在
、
区
内
に

居
住
し
て
い
る
方

※
こ
の
ほ
か
、
収
入
制
限
移
が

あ
り
ま
す
の
で
「
申
し
込
み
の

し

お
り
」を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

幕
築
す
る
住
宅

舎
人
町
局
番

地
事
集
戸
数
3
0
戸

用
紙
交
付
・
受
付
瑚
間
1
0
月

2
4
日
～
3
1
日

※
1
0
月
4
日
～
1
2
日
の
東
京
都

公
募
に
応
募
し
た
方
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

用
柾
文
付
場
所

都
市
計
面
諜

管
理
係
、ま
ち
づ
く
り
公
社
、

各
区
艮
事
務
所
、
卜
芋

住
サ

ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー

申
込
・
開
会
せ
先
都
市
叶
画
　

眛
管
理
係
ま
た
は
ま
ち
づ
く
　

り
公
社
t
眤
1
1
1
1
㈹

縦
覧
し
ま
す

都
市
計
画
案

区
で
は
。
佳
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
、
次
の
区
域

で
土
地
区
画
整
理
事
業
を
肝
画

し
て
い
ま
す
。
こ
の
都
市
叶
画

の
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
計
画
に
関
係
が
あ
る
方

は
、
縦
覧
朋
間
中
に
区
長
に
意

見
S
を
提
出
す
る
事
が
で
き
ま

す
。

▽
東
京
都
市
肝
面
土
地
区
画
整

理
事
葷
区
峨
の
都
市
計
画
決
定

案区
域

江
北

】丁
目
お
よ
び
眼

二
丁
目
各
地
内

縱
x
・
章
兄
一
の
提
出
期
間
　

呻
月
1
8
日
～
1
1
月
1
日

縦
覧
場
所
・
罵
皃
s
の
提
出
先
　

本
斤
再
・
都
市
肝
画
係

問
合
せ
先
本
庁
舍
・
区
画
整
　

理
係
s
8
8
2
1
1
1
1
㈹

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

内
職
に
適
し
た
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
内
廠
者
を
求
め
て
い
る
事
業

所
か
ら
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け

、
希
望
条
件
に
合
っ
た
人
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

最
近
は

。
内
職
の
仕
事
(
特

に
簡
単
な
手
仕
事
)
が
少
な
く
、

内
職
を
希
望
す
る
人
に
十
分
応

じ
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
事
巣

主
の
方
で
、
家
庭
で
出
来
る
簡

単
な
手
仕
事
な
ど
。
内
廠
に
適

し
た
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
働
き
た

い
方
は
、
現
竃

事
業
所
か
ら

の
求
人
申
し
込
み
が
た
く
さ
ん

き
て
い
ま
す
。
よ
い
樊

芬

す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
せ
先

職
栗
サ
ー

ピ
ス
セ
ン
タ
ー
(
纃
乕
駅
西

囗
下
車
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)
　

昌
3
5
8
4

保
健
料
が
納
め
ら
れ
ず

お
困

り
の

方
へ

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に

し
て
お
き
ま
す
と
将
来

、
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

家
族
の
病
気
、
央
業

、
経
営

不
振
な
ど
の
経
済
的
事
愉
で

、

保
険
科
を
納
め
る
こ
と
に
お
困

り
の
方
は
、
保
険
料
免
除
の
申

し
出
を
し
て
く
だ
さ
い

。

手
続
き
方
法

国
艮
年
金
踝

(
中
央
本
町
庁
舎
)
ま
た
は

お
近
く
の
区
民
事
務
所
へ
印

か
ん

、
国
民
年
金
贏

を
持

参
※
な
お

、
保
陝
料
の
免
鰍
を
受

け
た
期
間
の
年
金
額
は

、
保
険

料
を
納
め
た
期
間
の
3
分
の
1

の
額
で
計
算
さ
れ
ま
す
が
、1
0

年
以
内
に
納
め
る
(
講
)

こ

と
に
よ
り
年
金
額
を
晒
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

保
険
料
保

昌
5
1
6
1

〝入
賞
お
め
で
と
う
〟

平
成
元
年
度
『
緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
』

入
賞
者
発
表

区

内
の

「
緑

‘

を
テ

ー
マ

に

し

た

、
平

成
元

年
度

「
縁

の
写

真
コ

ー
ン

ク

ー
ル

」
の
毒

査

の

結
果

、
次

の
方

々
が

、
入

責

さ

れ
ま

し
た

。

▽
柵

せ
ん
T

人
)

岩

沢
文

夫

『
新
緑

の
太

隔

』

▽
特

選
{
3

人
}

金
子

勇
「
東

綾
瀬

公
圃

」
、
澁

谷
成

夫
『
く

す

の
木

の
小

学
校

』
武

田
裕

『
緑

の
小

遭

』

▽
入

選
(
1
0

人
)

吉
井

芳
夫

i

い

の

広
場

」
、
山

田
申

】

「

ド
ー

ム

の
中

の
植

物
園

」
。小

栗

善

一
『
春

の
中
央

公

園
』
、
破

部

勝
巳

「

手
入

れ

さ

れ
た

境

内

」
、
鈴

木

晴
雄
「
路

地
一

は
み

ど
り

」、

賃

湯

治
「

観
子

の
憩

と

、
遠

田
貴

子
『
朝

の
公

園

』、

高

惓

口
五
『

緑
を
は

こ

ぷ
』
、
西

田
寛

】
「
樫
の
並
木
と
無
人
ベ

ン
チ
」
、
古
性
定
之
助『
緑
と
水

の
遊
歩
道
』
以
上
の
作
品
が
、

心
募
人
員
胴
名
。
応
夢
点
数
S

点
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

崋
な
お
'
*
■賞
式
は
U
月
2
3日

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
フ
ム
の
席

上
で
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁

曾
・
緑
化
保

品
1
1
1
1

㈹

すて き

だね
! 緑い っぱい

ある暮ら
し

臨

時

休

館
のお

知

ら

せ

中
央
図
贏
と
千
住
図
脊
館

で
ぱ
、
館
内
改
修
工
事
と
図
s

の
特
別
整
理
の
た
め
、
下
記
の

と
お
り
休
館
し
ま
す
。
休
館
中

は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

o
千
佳
図
書
館

期
M
1
0
月
1
5
日
～
1
1
月
1
7
日

問
合
せ
先

千
住
図
一

館

噐
1
9
9
4

0
中
夭
図
魯
館

期
M
1
0
月
3
1
日
～
1
2
月
1
5
日

※
た
だ
し
児
童
童
は
、
1
2月
2
0

日
ま
で

間
合
せ
先

中
央
図
書
館

四
脚
4
6
4
6

生
活
環
境

用
途
地
域
・
地
区
か
改
正
さ
れ
ま
し
た

1
0月
1
1日
か
ら
施
行

『
東
京
都
日
影
に
よ
る
中
高
層
建
築

物
の
高
さ
の
制
限
に
関
す
る
条
例
』

も
同
時
に
改
正

東
京
都
と
足
立
区
で
は
、
こ

れ
ま
で
指
定
さ
れ
て
い
た
用
途

地
域
・
地
区
に
つ
い
て
、
m

経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
で
様
子

を
変
え
て
き
て
い
る
「
私
た
ち

の
ま
ち
」
を
よ
り
佳
み
良
い
も

の
に
す
る
た
め
、
見
直
し
作
業

を
進
め
て

き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
新
し
い
用
途
地

峨
・
地
区
が
決
定
し
、
1
0月
1
1

日
か
ら
梛
口
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
用
途
糖
域
・

地
区
の
改
正
に
伴
い
『
東
京
都

日
彫
に
よ
4
中
高
一

轍
築
初
の

高
さ
の
制
限
に
関
す
る
条
例
』

も
改
正
さ
れ
、
同
日
に
公
布
・

梅
口
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
に
っ
い
て
は

後
日
あ
だ
ち
広
報
「
用
途
地

峨
・
地
区
改
正
決
定
特
集
号
」

で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

間
合
い
先

本
庁
舎
・
都
市
叶

面
係

四
S
I
I
I
I

㈹

みんなの健康 足 立 保 健 所 　885- 4151千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171

中 央 本 町 保 健 相 談 所 　880- 5351

掲
示
板

□
教
育
相
談
『
-
日
体
験
掌
習
』

日
恥
1
0
月
2
5
日
(
水
)
、
午
前
　

9
時
～
午
後
1
時
3
0
分

墫
所

都
立
足
立
費
護
学
校

対
象

心
身
に
障
害
の
あ
る
、

来
年
噐

季

干
疋
幼
児
・
児

竃
な
ど

内
容

授
業
参
観
・
参
加
、
恵

啖
な
ど

申
込
・
問
合
せ
先
足
立
簀
慶
　

字
校
軟
膏
相
談
部
(
?
Ⅲ
南
　

花
畑
?
2
4
1
2
9
琵
6
　

0
6
6
)

□
軽
油
引
取
税
の
制
度
が
一
部

改
正

平
成
元
年
度
の
税
剛
改
正
に

よ
り
、
1
0月
1
日
か
ら
制
贋
の

一
郎
が
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
継
続
し
て
軽

油
を
販
売
し
て
い
る
方
も
S
月

末
ま
で
に
「
営
業
の
鬨
廃
等
の

届
出
一

」
お
よ
び
「
販
充
契
杓

の
締
結
等
の
届
出
!

を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

都
税
事
務
所

四

蹤
2
1
1
1

・

足

立
柬

リ
サ

イ

ク
ル

展
の

お

知

ら
せ

足
立
東
清
掃
協
力
会
お
よ
び

足
立
東
清
掃
事
務
所
の
主
催
で

次
の
と
お
り
閧
編
し
ま
す
。

白
呻
1
0
月
2
9
日
(
旦
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
2
時

埼
所

足

立
東

滑
掃

事
務

所
千

住

喟
分

室
{

千

住
一

町
3
7

番

吶

東

武
伊

勢

崎
線

堀
切
駅

下

車
徒

歩
約
5

分
}

催
し

物

リ
サ

イ

ク
ル
品

を
展

示

し
無

料
配

付
す

る
ほ

か

。

古

本
市

宥

料
)

、
模

擬
店
(

や

き

そ
ば

な

ど
)

等

を
行

い
ま

す

。

雨
天

畤
H

月
5

日
(

日
)

に

延

期

問
合

せ
先

足

立
東

滑
掃

事
務

所

・
I
s
0
7
1
1

□
主

婦
の

た
め

ら
再

麗
職

セ
ミ

ナ

ー

日
畤

・
内

容

▽
1
1

月
1
3

日
・・・

嘶

き
た

い
あ

な
た

へ
{

原

田

静

枝
講

師
}

▽
1
1

月
2
1

日
・・・
女

性

の
た
め

の

年
金

教
室
(

村
上

灣
講

師
)
　

い
づ
れ

も
午

後
2

時

か
ら
4

時
会
鳩

北
千
住
ウ
ィ
ズ
7
階
ウ

ィ
ズ
サ
ロ
ン

対
象

再
就
職
を
希
望
す
る
主

婦
の
方

定
a
5
0

人

申
込
方
法

竃
話
予
約

一
当
日
、
保
育
も
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

王
子
労
政
事
務
所

e
s
o
1
1
7

□
手
打
ち
そ
ば
作
り
教
重

日
畴
1
1
月
1
日
(
水
)
、
午
前
　

9
畤
6
分
～
啅
畤
1
5
分

鳩
所

足
立
郵
便
局
会
舉
寔

竃
a
5
0

人

賢
用

無
科

申
込
方
法

一

話
ま
た
は
(

ガ

キ
申
込
期
限

項
月
割
日

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
郵
便

局
保
陝
課
(
〒
圀
千
住
嗜
町

4
2
-
4
瑟
3
3
0
0
)

□
ひ
と
り
観
家
庭
私
立
高
等
学

校
等
入
学
金
貸
付
制
ま

都
毋
協
で
は
、
父
子
!
?

母
子
覃
堀
の
お
子
さ
ん
(
両
糢

の
い
な
い
お
子
さ
ん
も
含
み
ま

す
)
が
私
立
高
琴
学
校
、
私
立

高
咢
専
門
学
校
、
ま
た
は
専
修

学
校
高
等
諫
程
へ
入
学
す
る
場

合
、
入
学
金
、
施
瞭
一

を
無
利

子
で
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
軸
東
京
都
母

子
寡
婦
襌
祉
協
跟
会
{

魯
鬻
7
2
3
7
}

へ
。

□
財
産
を
相
娩
し
た
ら

相
纃
悦
は
、
佃
硯
や
遺
贈
な

ど
に
よ
っ
て
も
ら
っ
た
財
産
の

二
鮗
額
{
遺
産
の
総
額
}
か
ら

債
務
や
葬
式
w
用
を
差
引
い
た

正
味
の
凖
扈
総
額
が
『
遺
産
に

係
る
基
礎
控
除
順
』
を
超
え
る

場
合
に
か
か
り
ま
す
。

『
遺
産
に
係
る
蕃
臠
咥
i

』

と
い
う
の
は
、
4
千
万
円
と
鵺

万
円
に
法
定
相
続
人
の
数
を
か

け
た
金
額
と
の
‘
肛

を
い
い
ま

す
。な

お
、
騨
し
い
相
続
は
税
勧

所
の
窓
口
か
税
務
相
談
室
(
分

室
)
で
お
友
軽
に
ど
う
ぞ
。

足
立
税
務
s
e

脚
6
2
4
1

西
新
井
税
務
所

・
l
躪
1
1
1

税
務
相
談
室
足
立
分
室

e
8
8
1
8
6
9
2
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みんな、見にきてね! !
11 月3・4日　城北養護学校文化祭

♪
ま
ど
を
開
け
て
ご
ら
ん

ね
む
れ
な
い
夜
に
は

か
が
や
く
星
空
の
む
こ
う
に

ネ
バ
ー
フ
ン
ド
が
見
え
る
よ
♪

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
に
合
わ

せ
鳥
に
乗
っ
て
登
場
す
る
ピ
ー

タ
ー
パ
ン
。
隣
の
教
室
で
海
賊

が
、
そ
の
隣
で
は
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
が
何
や
ら
秘
密
の
特
訓
を

今
、
都
立
城
北
養
護
学
校
で

は
、
1
1
月
3
・
4
日
の
文
化
祭

に
向
け
て
の
準
備
で
大
忙
し
。

学
部
や
ク
ラ
ス
単
位
で
計
7
つ

の
趣
向
を
こ
ら
し
た
劇
を
発
表

し
よ
う
と
、
生
徒
と
先
生
が
一

丸
と
な
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

「
私
は
貼
り
絵
が
得
意
だ
か

ら
」
「
ぼ
く
は
詩
と
絵
を
描
こ

う
」
と
展
示
作
品
も
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
い
っ
ぱ
い
。
喫
茶
室

や
模
擬
店
な
ど
P
T
A

も
出
店

し
、
花
保
中
学
校
の
プ
ラ
ス
バ

ン
ド
演
奏
や
近
く
の
小
学
生
が

交
流
会
に
訪
れ
ま
す

。

「
幼
稚
部
か
ら
高
等
部
の
生

徒
1
4
0人
の
力
作
発
表
で
す
。
皆

さ
ん
の
来
場
が
な
に
よ
り
の
励

ま
し
で
す
」
と
宮
崎
教
頭
も
P
R

。
時
間
は
午
前
9
時
～
午
後

3
時
ま
で
。
皆
さ
ん
の
お
い
で

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

城
北
養
護
学
校
(
南
花
畑
5
-
T
1

瑟
7
2

工

…
竹
ノ
塚
駅
東
口
か
ら
東
武

バ
ス
綾
瀬
駅
行

足
立
車
検

場
ま
た
は
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
前
下
車

マットで作った鳥に乗るピーターパン

秋に花見、十月桜
江北北部緑道公園

満
開
の
桜
の
下
で
花
見
の

宴

。
こ
れ
は
、
春
の
風
物
詩
。

し
か
し
、
谷
在
家
二
丁
目
か
ら

三
丁
目
の
江
北
北
部
緑
道
公
園

の
桜
は
。秋
に
花
を
咲
か
せ
ま

す

。学
名
が
「
十
月
桜
」
と
い
う

彼
岸
桜
の
仲
間
。
昭
和
5
8年
に

約
1
冫

に
わ
た
っ
て
4
5本
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
。4
月
上
旬

と
1
0月
か
ら
1
1月
い
っ
ぱ
い
の

年
2
回
咲
き
、
人
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。昨
年
は
、1
0

月
2
0日
ご
ろ
か
ら
咲
き
始
め

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も

祓

の

花
見
〟

い
か
が
で
す
。

交
通

西
新
井
駅
西
口
か
ら
東

武
バ
ス
都
市
農
業
公
園
行
き

で
上
鹿
浜
下
車

秋空 に映 える 可 れんな花 で す( 昨 年)

大
師
線
高
架

工
事
進
行
中

ゴ
ト
ン
。
ゴ
ト
ン
、
西
新
井

駅
と
大
師
前
駅
間
を
通
動
・
通

学
の
人
た
ち
を
乗
せ
、
今
日
も

走
る
東
武
大
師
線

。
約
7
5
0び
の

ミ
ニ
路
線
で
す
。

こ
の
大
師
線
の
高
架
化
工
事

が
今
年
3

月
か
ら
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
補
助
1
0
0号
線
と
の
交
差

を
は
じ
め
と
す
る
4
ヵ
所
の
踏

切
を
立
体
化
す
る
と
と
も
に
。2

ヵ
所
の
通
り
抜
け
道
路
を
新

設
。
こ
の
高
架
化
に
よ
り
、
踏

切
事
故
・
交
通
渋
滞
の
解
消

、

ま
ち
づ
く
り
、
消
防
・
救
急
活

動
の
迅
速
化
等
に
役
立
つ
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
(
平
成

3
年
度
完
了
予
定
)
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課

8
8
0
5
2
0
1

高架化 に より、 安 全、
交 通渋 帯 の緩 和に

鼓
笛
隊
が
パ
レ
ー
ド

南
花
畑
住
区
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

こ
ち
ら
は
1
0月
2
2日
旬
の
午

前
9
時
3
0分
～
午
後
3
時
、
南

花
畑
住
区
セ
ン
タ
ー
の
お
ま
つ

り
で
す
。

午
前
1
0
時
～
1
1
時
は
花
保
小

学
校
約
7
0人
の
児
童
に
よ
る
鼓

笛
隊
が
住
区
セ
ン
タ
ー
管
内
を

パ
レ
ー
ド
。途
中
の
花
保
広
場
、

境
田
広
場
と
館
内
で
、
一
輪
車

が
妙
技
を
披
露
し
ま
す
。

老
人
館
は
芸
能
大
会
会
場
に

早
変
わ
り
。
カ
ラ
オ
ケ
、踊
り
、

詩
吟
、
民
謡
な
ど
の
発
表
や
、

書
道
、
生
花
、
手
芸
な
ど
の
作

品
展
示
も
行
い
ま
す
。

児
童
館
で
は
工
作
教
室
と
ゲ

ー
ム
大
会
。
フ
リ
ス
ビ
ー
や
ビ

ー
玉
こ
ろ
が
し
作
り
に
挑
戦
、

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
や
ジ
ャ
ン
ケ

ン
グ
ー
ム
で
遊
び
ま
す
。
お
も

ち
や
の
お
金
で
手
作
り
品
が
買

え
る
買
い
も
の
コ
ー
ナ
ー
や
模

擬
店
も
出
店
。
ケ
ン
玉
の
演
技

も
見
の
が
せ
ま
せ
ん
。

ご
近
所
の
皆
さ
ん
の
活
躍
ぶ

り
や
晴
れ
姿
が
見
ら
れ
る
良
い

チ
ャ
ン
ス
に
な
り
そ
う
で
す
。

南
花
畑
住
区
セ
ン
タ
ー
(
南
花

畑
3
-
1
4
-
7慧
9
8
6
8
)

し
ば
し
お
別
れ
、
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル

さ
よ
な
ら
感
謝
デ
ー

老
朽
化
に
よ
り
建
替
工
事
が

行
わ
れ
る
「
竹
の
塚
温
水
プ
ー

ル
」
で
、
閉
館
日
の
9
月
3
0日

「
さ
よ
な
ら
感
謝
デ
ー
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
プ
ー
ル
の
無
料
遊

泳
や
救
助
法
の
実
演
、
古
式
泳

法
、
賞
品
が
も
ら
え
る
じ
や
ん

け
ん
大
会
な
ど
盛
り
沢
山
の
催

し
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
平
成
4

年
度
に
は
、
「
仮
称
・
ス
イ
ム

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

生
ま
れ
か
わ
り
ま
す
。
お
楽
し

み
に
。

最後 の ひと 泳 ぎで にぎ
わ い まし た

工
事
情
報

◎
道
路

歩
道
拡
幅
(
谷
中
三
丁
目
1
0

て
夭
谷
田
四
丁
目
鴇

～
2

崋
3

月
)
堀
削
道
路
復
旧

。(六
木
三
丁

目
5
～
鯒

仁
2

年
3
月
)

◎
公
園

川
端
第
2
公
園
改
良
(
加
平

二
丁
目
2

、
～
1
2月
)

◎
下
水
道

谷

中

三

丁

目

付

近
(

～
2

缶
5

月
)

東

保

木

間

一
丁

目

い

南

花

畑

二

丁

目

付

近

『2

缶

丿

月
)

工
事
情
報

◎
道
路

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
道
路
設
置

(舍
人
四
丁
目
2
～
3
、

～
1
2月
)
歩
道
設
置
(
竹
の

塚
三
丁
目
3
～
5
、
～
2
年
2

月
)
堀
削
道
路
復
旧
(
栗

原
三
丁
目
2
5、
Å
…一月
)

◎
公
園

古
内
公
園
改
良
(
鹿
浜
一
丁

目
1
5
、
～
2
年
2
月
)
栗
六

公
園
便
所
改
築
(
六
月
三
丁

目
1
0
、
～
2
年
3
月
)

◎
下
水
道

栗
原
フ

二
丁
目
付
近
(
～
1
1

月
)
皿
沼
三
丁
目
付
近

て
2

年
旧
月
)

地
域
清
掃
、
2
8年

建
設
大
臣
か
ら
表
彰

朝
7
時
。千
住
一
丁
目
都
税

事
務
所
周
辺
を
清
掃
す
る
人
一

人
。酒
井
省
三
さ
ん
7
2歳
。

昭
和
3
5年
に
亡
く
な
っ
た
義

母
が
続
け
て
い
た
自
宅
近
く
の

清
掃
を
引
き
継
ぐ
形
で
始
め
て

以
来
2
8年
間
、
酒
井
さ
ん
は
周

辺
1
0
0び
ほ
ど
を
雨
の
日
を
除
い

て
毎
日
清
掃
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
道

路
の
美
化
、
滑
掃
に
大
き
な
功

磧
が
あ
っ
た
と
し
て
、8
月
3
1

日
、
建
設
大
臣
か
ら
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

「
朝
の
道
路
清
掃
は
、
私
の

健
康
法
の
一
つ
。
だ
か
ら
人
の

た
め
と
い
う
よ
り
、
自
分
の
た

め
で
す
ね
。
」
と
い
う
酒
井
さ

ん
。
し
か
し
自
分
の
た
め
と
は

い
っ
て
も
、
長
い
間
続
け
る
の

は
大
変
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
時

代
か
ら
培
わ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
の
た
ま
も
の
で
し
よ

「
空
き
カ
ン
、
タ
バ
コ
の
吸

い
轂
の
ポ
イ
捨
て
が
道
を
汚
す

一
番
の
原
因
。
人
の
歩
く
所
は

い
つ
で
も
き
れ
い
に
し
て
い
た

い
も
の
で
す
」
と
酒
井
さ
ん
。

私
た
ち
も
安
易
に
ゴ
ミ
を
捨
て

ず
、
道
路
を
美
し
く
保
ち
た
い

も
の
で
す
ね
。

朝の清 掃 で1 日が 始 まり ます

学習農園はサツマイモの収穫

梅
島
第
二
小
学
校
か
ら
歩
い

て
4
、
5
分
。住
宅
街
の
中
に

突
然
農
園
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
同
小
学
校
の
学
習
農
園

で
。
い
ま
児
童
た
ち
の
サ
ツ
マ

イ
モ
取
り
入
れ
が
真
最
中
で

す
。
大
き
く
な
っ
た
イ
モ
を
堀

り
出
す
と
、
子
供
た
ち
は
「
あ

っ
た
、
あ
っ
た
」
と
大
は
し
ゃ

ぎ
。
今
ま
で
の
栽

培
の
苦
労
が
実
り

ま
し
た
。

農
園
は
約
7
0
0平

方
硴

昭
和
6
0年
1
1

月
に
開
設
し
ま

し
た
。
学
年
ご
と

に
区
画
を
割
り
当

て
、
理
科
の
教
材

に
な
る
草
花
や
野

菜
を
育
て
ま
す
。
1

年
生
は
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
、2
年
生

は
ヒ
マ
ワ
リ
。4

年
生
は
ジ
ャ
ガ
イ

モ
な
ど
を
栽
培
し

ま
す

。

理
科
主
任
の
北
川
幾
代
教
諭

は

「
実
際
に
草
花
に
触
れ
て
勉

強
す
る
と
、
理
解
が
よ
り
深
ま

り
ま
す
。
」と
、
そ
の
効
果
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
も

「
教
科
書
の
勉

強
よ
り
楽
し
い
」
、
「
草
花
を
大

切
に
し
な
く
ち
や
と
思
う
」
と

好
評
。

丹
川
和
子
校
長
は
「
子
供
た

ち
が
取
り
入
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ

や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
校
長
寔
に
、

と
て
も
う
れ
し
そ
う
に
見
せ
に

来
て
く
れ
る
の
で
す
」
と
体
験

学
習
の
素
晴
ら
し
さ
を
語
り
ま

す
。今

年
も
サ
ツ
マ
イ
モ
は
豊
作

で
、
し
か
も
昨
年
よ
り
甘
く
て

お
い
し
そ
う
で
す
。
ご
近
所
に

配
り
、日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
お
礼
に
。
ま
た
、
子
供

た
ち
は
給
食
の
大
学
イ
モ
と
し

て
登
場
す
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

楽しそうにイモ堀りをする梅二小の6年生たち

1 日早い敬老の日
弥生小学校

敬
老
の
日
の
前
日
、9
月
1
4

日
に
弥
生
小
学
校
で
「
お
じ
い

さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
あ
り
が
と

う
雙
=

」
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

招
待
さ
れ
た
の
は
、
在
学
児
童

の
祖
父
母
3
4人
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
劇
や

作
文
、
歌
、
そ
し
て
手
づ
く
り

ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
お
と
し
よ
り
た
ち
は
、
終

始
に
こ
や
か
に
見
て
い
ま
し

た
。お

と
し
よ
り
を
、
代
表
し
て

斉
藤
(
ツ
さ
ん
が
「
し
っ
か
り

勉
強
し
て
り
っ
ぱ
な
人
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ

。2

時
間
ほ
ど
の
交
歓
会
に
、
お

と
し
よ
り
も
、
子
ど
も
た
ち
も

大
い
に
満
足
し
た
様
子
で
す

。

最
高
齢
の
丸
山
次
郎
兵
さ
ん

(
8
3
)は
「
今
日
は
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
来

た
い
で
す
ね
。
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

手 づく りの アー チで お としよ りを
迎 え ました

扇南区民農園が
オ ー プ ン

こ
ち
ら
も
農
園
の
お
詁

。9

月
2
6日
扇
南
区
民
農
園
が
開
園

し
ま
し
た
。
広
さ
約
3
千
沺
平

方
び
、
扇
一
丁
目
扇
南
公
園
の

北
側
で
す
。
応
募
倍
率
は
一
般
5
.
4

倍
、
老
人
コ
ー
ナ
ム

い
倍
。

1
世
帯
あ
た
り
1
5平
方
弑
1
0
5

世
帯
の
利
用
者
が
決
ま
り
ま
し

た
。扇

一
丁
目
在
住
、
利
用
者
の

石
井
義
郎
さ
ん
は
「
い
ま
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
ダ
イ
コ
ン
な
ど

を
植
え
よ
う
と
、
本
で
調
ぺ
て

い
ま
す
。
土
い
じ
り
が
楽
し
み

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
あ
だ
ち
広
報
1
1月
5
日
号
で

は
、
既
存
農
園
1
6カ
所
の
利
用

者
切
替
募
集
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

区
民
生
活
係

8
8
0
5
1
7
1

野菜 、花 づ くり で自然 に 親 しみ
まし ょ う

工
事
情
報

◎
道
路

路
面
側
溝
改
良
(
綾
瀬
三
丁

目
2
0～
2
3
、
～
1
2
月
)
路
面

側
溝
改
良
(
綾
瀬
三
丁
目
6
j
1
3

、
卜
2
年
1
月
)

工
事
情
報

◎
道
路

歩
道
設
置
(
扇
一
丁
目
4
7
、

～
1
1
月
)
路
面
側
溝
改
良

(
梅
田
五
丁

目
1
1
～
2
4
、卜

ぐ
1
0
月
)
路
面
側
溝
改
良
(
関

原
二
丁
目
1
0～
1
5
、～
1
1月
y

◎
公
園

宮
城
公
園
改
良
(
宮
城
一
丁

聶

、
占

月
ご

Y240, 000


